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近代浦賀における商家経営とその変容
一東浦賀・米穀問屋美J1家を中心として一
加藤晴美
I 研究の目的
本稿の目的は，近代における浦賀の商業活動の
変還を，東浦賀の米穀問屋である美川家を中心と
して明らかにすることである D
浦賀湊は，房総半島で生産される干鰯を関西方
面へ移出するための中継地として発展した地域で
あり，享保5年(1720)の浦賀奉行所設置以後
第l図研究対象地域
l之江戸湾へ入港する廻船の船改めを行う海運の
拠点として機能してきた(第 ll~) 。これまでに，
干鰯取引を独占した東浦賀については菊地Iや古
田2)をはじめとする多くのi計究が蓄積されてき
た。しかしながら，これらの関心は主に干鰯の集
荷閣と出荷圏，あるいは後に干鰯取引に参入した
江戸問屋との係争に向けられており，西浦賀も含
む浦賀の港町-としての景観やそこに暮らす人々の
i.¥i 
，，，，~ 了日
(陸軍測量部参謀本部発行明治36年5万分の 1地形図「横須賀jより作成)
- 25-
生活像についての検討は十分で、はなかった。
これを受け，筆者らは西浦賀を中心としてその
開発過程や，近世以降の港町としての景観と機能
を検討した3)。この中では，これまであまり検討
されてこなかった明治期以降における浦賀湊の変
容と浦袈蕗人の動向に着目した。その結果，明
治5年 (1872)に浦賀番所は廃止されたが，その
後も浦賀は明治20年代半ばまで全国市場における
海道の重要拠点としての役割を果たしたことを指
摘した。また，近世以来の浦賀商人は近代以降も
浦賀町政をリードすると同時に，その商業的活動
から生まれた利潤を明治29年 (1896)設立の浦賀
ドック建設や浦賀銀行の設立なと守へ向けていった
ことが明らかになった。
海:運の重要拠点としての浦賀港の機能は明治30
年代半ばを画期として大きく縮小していき，同時
に近世から続く豪商らの倒産や他出が相次いだ。
その一方，前稿では業種を転換させたり，経営を
多角化したりして， この変化に対応していく商家
の存在についても言及した。その一例として吉村
は，廻船業を営む西浦賀宮下町の宮井清左衛門家
が明治後期以降， m~賀ドック向けのセメントの運
搬や他家の塩輸送へと経営を転換していき，その
結果として浦賀の中心的な商家としての地位を維
持し続けたことを指摘した4)。
mlj~港自体も，大正期には浦賀ドックへの原材
料供給を主目的とした工業港としての性格を強め
ていた。 ivlJ賀では大正期以降も依然として活発な
商業活動が展開していたが， これは主に三浦半島
を中心とする近隣地域における物資の集散地とし
ての意味合いが強く すでに全国市場における流
通拠点としての地位は失われていた。かわって，
荒巻地区を中心として浦賀ドックの労働者などを
顧客とした荷j苫街が形成されるなど，しだいに
ドックへの経済的な依存度が高まっていったこと
カf明らかになった5)。
しかしながら前回の報告で、は，浦賀が商業港と
しての機能を失っていった要因については明らか
にできず，鉄道輸送への転換による流通構造の変
容を可能性として指摘したのみであった。このた
め，具体的な語家の経営動向から，近代的な輸送
体系の確立が浦賀商人にどのような影響を及ぼし
たのか，考察する必要がある。
また，軍港都市として近代以蜂急速に発展した
横須賀の存在にも着目したい。双木・藤野6)は，
主に土地所有に注Bして横須賀の都市化の過程を
論じ，横須賀の都市化には他地域からの移入者が
大きな役割を果たしたことを指摘した。明治期以
降，横須賀に土地を取得し 商庖を出j吉した移入
者の中には浦賀出身の商人なども含まれていた。
軍港都市の形成にともなう人口増加は米穀をはじ
めとする各種商品の需要を増大させたはずであ
り，この新たな市場に浦賀商人がどのように対応
したのか，検討していくことをもう一つの目的と
する。
本稿ではEにおいて，明治期における東浦賀の
商業の状況を検討し 明治期以降の流通ルートの
再編の中で，浦賀の商家がどういった影響を受け
たのか概観する O 続く Eでは 米穀問屋美川家の
史料をもとに，浦賀の商家が近代においてどのよ
うに経営を展開させたのか 特に鉄道輸送との関
連から具体的に検討する O
E 明治期における東浦賀の高業
本章では， まず事例とする美)1家が位置してい
た東浦賀の景観と商業の展開について，主に明治
初期から明治後期・大正期にかけての変容を概観
しておきたい。
1)東浦賀の景観
浦賀村は当初 I村であったが，元禄 5年
(1692)に東岸と西岸で2つの藩政村に分割され，
東浦賀村及び西浦賀村が成立した。東浦賀には築
地古町-大ヶ谷・新町・洲1I奇・新井町の5つの字
がみられる O 宅地は村南部の新井町から湾奥の築
地古町まで、道に沿って延びており，町屋の背後に
は崖がせまっていた(第2図)。東浦賀村の鎮守
は元禄5年の東浦賀村成立時に西浦賀の叶神社を
勧請して創建されたともいわれる東日十神社で、あ
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第2図 東浦賀の地割と干鰯問屋の所早正
. 、. 
‘ . 、. 、. ・.'・、. 
、一 一ー. .~・..-."-守"，
‘ -. 、. 
‘ -.  . 
，.' ・.ム
4・、. 、. 
-a . 
‘ . 
・て
-
‘ . .  . 
(im賀文化センター所蔵「地抑図J. li日き取りにより作成)
}t)美}I!i窃}百の位置は「土地台帳Jにより推定。その他の各商家の位置は宮井新
一氏のご教示による O
るo Ii甲の突端部に位置する東叶神社の背後にある
標高50m程度の山は明神山 あるいは城1とも呼
ばれ，戦国期に後北条氏の水軍の拠点となった浦
賀城が存在した。中世期 三浦半島一;許は三浦氏
によって支配されていたが，三浦氏は永正13年
(1516)に後北条氏の侵攻によって滅亡しこれ
以後， ?~t賀も後北条氏の支配下に入った。 浦賀城
は江戸湾対岸に位置する房州里見氏の水軍への備
えとして築かれたとされる O 城の建設時期は不明
であるが，浦賀城の城下にあたる新井町の法鐘寺
は明応 2年(1493)，洲 1奇の専福寺は永正元年
(1504) ，東林寺は大永3年(1523)の創建とされ
ていることから， 15世紀末から16世紀初期に築城
された可能性があるD
明村山の麓にあたる新井町付近には比較的整っ
た広い区画がいくつかみられ，ここには江戸期に
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東浦賀村の名主を務めた石井三郎兵衛家や石井八
右衛門家が居を構えていた。前述の通り，東浦賀
はi成田時代末期より 関東から関西方面へ輪送さ
れる干鰯の中継点となり 多くの干鰯問屋が現れ
た。石井三郎兵衛家及び石井八右衛門家は干鰯問
屋でもあり，寛永19年(1642)に干鰯問屋株を初
めて取得した干鰯問屋の「元祖Jとされる15名の
中にその名が見えている7)。この2名と同様，寛
永期に株を取得した木屋市兵衛も新井町に存在し
ていることから，浦安城の麓から開発が進展した
ことが推測できる O
一方で、，比較的新しく，江戸中期以降に問屋株
を取得した干鰯問屋はより湾奥に近い新町や大ヶ
谷に多い。大ヶ谷には他と比較して目立つ大きな
区画がみられるが，ここは宝暦10年(1760)に干
鰯問屋株を取得し東浦賀の代表格ともいえる豪
商となった宮原屋与右衛門(宮与)の地所であっ
た。宮与は初代が元禄期に紀州有田から縁戚の者
とともに前出の干鰯問屋・石井三郎兵衛家に奉公
に上がり，寛延2年(1749)ごろに独立したこと
が始まりであるという。また.幸保六兵衛(干鰯
問屋株取得は享保期)や宮原犀利兵衛(問・宝暦
6年(1756))など.宮与と同様に江戸中期以降
に干鰯問屋株を取得した2名も新町に居を構えて
いた。 浦賀の風俗や伝承をまとめた文化期の記録
である「浦賀事跡考8)Jにも「東浦賀も古へは新
井町にて大家十四-五軒，洲崎に七-八判新町
に1m.五軒，大ヶ谷には更になし。今は之に反す」
とあか東浦賀は Ii!l~ の突端部にあたる浦賀城周辺
からしだいに湾奥へと町屋を拡大させていったと
推浪1]される D
幕末期には，明治則以降に陸軍駐屯地として利
用された湾の最奥部には干鰯臓が立ち並び¥干鰯
の取引を行なった市もここに立ったといわれてい
る9)。しかし東浦賀の干鰯商いは江戸問屋の参入
によって，元禄期をピークとしてしだいに減少
し幕末期には休廃業する干鰯問屋が増加した。
その一方で，享保5年(1720)に西浦賀に浦賀奉
行所が設置され.船改めが!?目立台された。これによ
か東浦賀の商人の中にも江戸に廻米を行なった
各離の穀宿や船手術j用などを務める者があらわれ
た10)。干鰯取引の規模は江戸中後期には縮小して
いたとはいえ，東浦賀商人も西浦賀商人と同様，
東北地方の太平洋岸や伊勢湾方面などから廻漕さ
れてくる臨荷物を扱い 活発な商業活動を幕末期
まで維持していたと考えられる。
2 )明治初年における商業活動
明治3年(1870)に浦賀奉行所へ提出された東
浦賀の「村高家数職業書:上ll)Jからは，各戸の職
業や構成人数などを知ることができる。集落の背
後に崖が迫り.宅地用地の確保が比較的困難で
あったと思われる東浦賀の総戸数は5461汗であり，
同時期における西浦賀の戸数1.016軒の約半数で
あった。主だ、った商人の数も 東浦賀は上通り商
人 8]肝，中通り商人2l!肝，下通り商人49qf下であ
り，西浦賀の上通り高人17軒，中通り商人48軒の
半数以下である。
「村高家数職業書上」には上通り商人と中通り
商人及び下通り商人のうち数名の居所や名前，業
種，家内の人数などが記載されている。第 l表は
これを町別にして，商人の名と上・中・下通り商
人の区別，業種を示したものである。近世期には
西浦賀では認められず，東浦賀が独占していた干
鰯を扱う商家は，この時点で19軒の存在が確認で
きる。10軒が確認できる附船小宿とは，入船する
船の船員の身の回りの世話や問屋との取引の仲介
なととの業務を行った商家である。また，荷揚げさ
れた商荷物を扱う水揚仲買は22軒-確認できる O こ
れら仲買の取扱品目に着呂すると，米・塩・雑穀-
j酉などが多いことがわかる。そのほか米や雑穀・
塩・荒物・茶などの日用品を販売する小売商，大
工などの職人や煮染船売なと¥多様な業種がみら
れる。これらは 11汗の商家が複数の業種を兼ねて
いる場合がほとんどであり 特に干鰯問屋として
記載のある商家は，ほほ全てが米をはじめとする
諸品の水揚仲買を行っていた。このように，東浦
賀には西浦賀と同様 水揚商人や附船小宿といっ
た，浦賀湊に入津する商荷物を扱う港町としての
機能の中核をなす商人や これらの人々の生活を
支える小売商や職人などが存在したことがわか
る。
これらの商人の中には 他地域に拠点を置く廼
船からもたらされる物資の中継業務だけではな
く， 自身の持船によって商荷物の輸送を行なう廻
船問屋を兼ねるようになっていた者もあった。第
2表は明治6年(1873)における東浦賀の船数を
示したものであり，東浦賀に船籍を置く廻船が1
鰻あったことが確認される12)。廻船の船主をみる
と，前出の干鰯問屋宮井与右衛門が4般，次いで
前田清五郎と佐久間権兵衛が2般，鈴木善次郎.
桐ケ谷与右衛門，宮井次兵衛が 1娘ずつ船を所有
していたことがわかる。これらの廻船は最大のも
ので800石積であったが そのほかの多くの廻船
は300石から400石積程度の小型廻船であった。
史料中には，佐久間権兵衛の所有する廻船・比
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第 l表 東浦賀における主な滞家とその業種(明治3年)
lJ 名前 屋号 区分
業種
干鰯問屋 船附小宿 水揚仲買 小売 そのイ也
吉左衛門 上 O O 酒・米・雑穀・塩諾品
辰五郎 J二 O 米-雑穀・塩諸品
井新町
j主三郎 中 まロ日i‘1fコ口 米・雑穀塩・荒物
!lJJ左衛門 ペコ O 林木板類・諸品
彦八 伊豆屋 O さ日ま台ιロiコドi
市兵j箭 木犀 中 O =ねヰ羽起こ口!コ口
孫右衛門 O 
忠二郎 中 O Zロヨtロtコロ 荒物
出i百奇I j
太七 中 O 吾H首主1ヨIJ仁口1 
庄太郎 中 O 
六兵衛 O 米雑穀
弥治右衛門 下 米・雑穀 浜百姓
利兵衛 宮原屋 」二 O 米-雑穀諸品
清兵衛 宮原屋 上 O O 米雑穀・諸品
権兵箭 南部屋 上 O O 米雑穀・諸品
徳三郎 J二 O O 米・雑穀諸品 御番所l出問屋
新Il!T 
勘兵衛 iや O 米-雑穀・諸i見
太凶郎 宮原犀 中 O 米・雑穀.Jj証
与左衛門 中 O 米-雑誌支・荒物
源蔵 l二ド 米・ j孟雑穀・荒物
半七 米-雑穀・荒物
新助 O 雑誌立
与右衛門 宮j京j室 上 O 米-雑穀・ j主・諸l守1
与八 iや O 
七郎左衛門 米・薪・雑誌変・荒物
吉三郎 山田 O 米-雑穀
伊勢次郎 O 諸口
}主兵衛 太物
弥惣右僧門 下 五氏 1反面l蹴
勝五郎 下 煮染船売
金蔵 下
ブミ 清七 下 才ノ寸E、ニ
ケ 次兵衛 宮原屋 下 O 米・雑穀・塩・諸品
クl町ιJ ミ
七郎左衛門 下 米.~Lm穀荒物
与右衛門 下ー O 
甚太郎
安五郎 下 質j室波IJt
勘左衛門 下 大工]蹴
藤七 下 大工l蹴
弥兵衛 下ー 菓子
五兵衛 T 
吉三郎 ]て O 米-雑穀・諸151
庄助
築地 善蔵 中 材木板類
間ー
(石井三郎家文書「東浦賀村高職業番上」により作成)
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沙門丸が「松前へ罷越未帰船不仕候jとの記載が 浦賀の宮原屋次兵衛ら 4名，西浦賀の江戸屋六兵
ある O これは明治初年に浦賀商人が北海道松前と 衛ら 4名の有力商人が神奈川県より「通商商社頭
の取引を行なっていたことをうかがわせ，興味深 取並，北海道産物掛」に任命されたことが指摘さ
い。浦賀と北海道との関連については，すでに東 れている 13)口比沙門丸の所持者佐久間権兵衛とは
南部屋権兵衛と思われるが，南部屋権兵衛もこの
第2表東浦賀における船の保有状況(明治6 r北海道産物掛jの i人であった。また，湯浅屋
年) の屋号をもっ干鰯問屋橋本家では，明治10年代半
船緯 氏名 非合名
乗員数 石数 税金
(人) (石) (円)
宮井与右衛門 福宮丸 6 299 2. 99 
福紫丸 8 369 3.69 
受稲:1L 13 643 6.43 
輪宝丸 10 465 4.65 
鈴木善次郎 宝吉丸 9 420 4.20 
廻船 桐ケ谷与右衛門 喜子高丸 7 332 3.32 
宮:;1:1次兵衛 安栄丸 5 212 2. 12 
言irEFJi背五郎 fJ+.豊丸 13 810 8.10 
宝生丸 10 671 6. 71 
佐久1;な権兵衛 比沙門丸
若JA:1L
角井lJIJ兵衛 子日丸 4 132 1. 32 
石渡兵吉 関連丸 4 132 1. 32 
千1喜丸 3 142 1. 42 
j市高j原五郎 八l幡丸 3 142 1. 42 
7丘 石;1支ilJilJi虫Is 嘉吉丸 3 74 O. 74 
大力船 栗生太1m郎 栄運丸 4 74 O. 74 
斉藤イ1之助 不動丸 3 141 1. 42 
石渡与兵衛 I:ij~力丸 3 141 1. 42 
1~17J~平 Im~ls 宝来丸 3 141 1. 42 
架生:キ!J兵衛 高生丸 4 132 1. 32 
四!向与吉 裕美子丸 4 141 1. 41 
l判 妙見丸 3 83 0.83 
~fii)主{云次長1\ 稲荷丸 4 83 0.83 
秋元三~I~左衛 111] 天守1¥丸 3 74 O. 74 
irIJ 偽71虫、五郎 妙見丸 3 83 0.83 
船抑送り
桐ケ谷藤吉 /1:'1精メし 3 83 0.83 
凶i両与吉 {忠美子丸 3 74 O. 74 
E9I)\1~そ七 伊勢丸 3 74 O. 74 
天野lJ券五郎 明通丸 3 83 0.83 
飯倉清吉 金よと縦丸 3 83 0.83 
作1iIJ九兵衛 不動丸 3 1. 36 
長島長右衛門 Wlt-Ijl丸 3 1. 36 
(石井三郎兵衛家文藷:I船税制i検査控jにより作成)
注1)史学iには漁船及び伝馬船の記1まもあるが，ここ
では省略しt.:o
注2)佐久間権兵衛所有の比沙門丸は「松前へ龍越未
帰船不仕候Jとある O
113)表中のーは史料に記載がないことを示す。
ばに函館から〆粕や練粕などの魚、肥，鮭 .i~尊-昆
布・鮪なととの海産物などを移入していた記録があ
ることから，おそらく比沙門丸も北海道産の海:産
物などを買付け，浦賀へと廻漕していたのであろ
うO 浦賀では，北前船による日本海廻りの輸送が
主であった北海道との取引は統計上に現れるほど
重要なものではなく，またいつごろまで継続して
いたかも明らかではない。しかしこの~寺期， ?臨賀
i奇人が魚、J世や海産物の産地としてさらなる流通の
拡大が期待される北海道交易に関心をもっていた
ことは，新たな市場動向に敏感に対応しようとす
る動きを示すものといえる。
廻船のほか，東浦賀では100石から140石積の五
大力船と， 80石積前後の押送り船が各11殻ずつ，
小・中規模の商人と思われる人々によって所有さ
れていた D これらの船はいずれも主に江戸湾内と
その近隣地域における海上輸送に利用された小型
の地廻り船であった口押送り船は五大力船よりも
さらに小型で船足が速く 主に鮮魚、など鮮度が求
められる物資を輸送するのに使用された口
吉村は西浦賀の宮井清左衛門家(万屋・万清)
が安政期に五大力船を所有するようになり，江戸
湾近隣地域からの商品輸送を行なっていたことを
述べた14)。宮井家はその後 明治10年代に愛知県
知多郡の廻漕業者から廻船を購入し，尾ナトI~割合の
jレートを踏襲して塩輸送を行なうようになった。
このように問屋-仲買としての物資中継業務にと
どまらず， 自ら船を所有する廻船商人へ経営を変
化させていこうとする状況は，宮井清左衛門家だ
けの特徴ではなく，幕末期から明治期における東
西浦賀高人に共通する傾向で、あったと忠われる O
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3)明治後期・大正期における商業活動
次に，明治後期・大正期における浦賀港の機能
の変化と，それにともなう蕗業活動の変容を主に
東浦賀を中心に確認しておきたい。
前稿において，筆者は大正初期には浦賀港の移
入品の中心は浦賀ドックへ供給されたと患われる
鋼板や錦管，亜鉛などの金属類であり，浦賀港が
工業港として変化していたことを指摘したお)。米
や塩，i習なども引き続き移入されているものの，
その数量はわず、かで、あり，大正初期には浦賀港は
すでに全国的規模では海運の拠点としての地位を
失っていたことが読み取れる。
ここでは，干鰯(鰯肥料)の明治中期以降にお
ける移入量の変化についてみてみたい。第 3図は
『神奈川県統計書jに記載のある明治26年(1893)
から36年 (1903)まで、の浦賀港への干鰯移入量の
推移を示したものである O ただし， rilt奈川県統
計書jには鰯〆粕など他の鰯肥;f-lについての記載
がないため，この統計中の干鰯の項自の中には干
鰯以外の鰯肥料も含まれている可能性がある O こ
れによれば，浦賀への鰯肥料の移入量は，明治26
年には約20万貰，明治27年(1894)には37万貰で
あり，明治中期にはある程度の鰯肥料が移入され
ていたことがわかる O しかし，その後の鰯肥料移
入量の減少は顕著で、あり，明治32年(1899)には
4万5千貫，明治3年(1900)には約 1万8千貫
にまで急速に減少した。一般的に明治期以降，北
海道産練〆粕を中心とした練肥が鰯肥料の生産量
を上田るようになり さらに明治後期以降には人
(J!f) 
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第3盟 浦賀港への干鰯移入量の推移
(r神奈川県統計書Jにより作成)
造把料や大豆粕の消費:i止が増-大していったとされ
ているO 一方， f~1}j巴は人造j肥料や大豆粕の消費量
の急増の中でも昭和初期まである程度の需要は維
持していったとの指摘もある 16)口しかしその流通
ルートは大きく変化し.明治i判明以降.如、J巴を産
地から直接寅付け 鉄道によって直送する肥料i甑
が増加しその結果として魚川は従来の中継港を
経ることなく，東京-大阪などの集散地市場や消
費地に直接もたらされるようになったという17)。
この影響は，かつては鰯肥料の中継地であった
東浦袈の干鰯問屋の経営にも及んだ。 I~~治初期に
は干鰯問屋は19軒確認されたが，明治31年
(1898)の『大日本商工人名録によれば， r肥
料商jとされているのは宮井与右衛門と「米穀商
兼肥料商運送業jの臼井儀兵衛(大黒)塁)の 2名
のみであった。その白井儀兵衛も，明治後期には
業様が悪化し明治39年(1906)には倒産して浦
賀を去ったという D さらに大正 4年(1915)の
お荷賀案内記19)j (以下， r案内記jと表記)で確認
できる肥料諮は上記の宮与鴎j苫(宮井与右衛門)
と，東浦賀新i町の宮井啓次郎の 21-1のみであっ
た。このうち，宮与路j苫の広告には「海陸産肥
料・米穀・醤油・炭販売jとあり， さらに f過燐
酸完全肥料 大日本人造肥料会社特約J;!iJを掲げ
ている。一般に過燐酸肥料は特約庖制度をl!i!lとし
て販路を拡大していったとされており，大日本人
造肥料会社もこのような特約庖を設けた人造肥料
の存力メーカーの一つであった口
富井啓次郎(宮啓)は f案内記jに掲載された
広告によれば，肥料は人造肥料を中心に扱ってお
り，そのほかに石蝋，洗濯石鹸なども販売し， 日
本生命保険株式会社の代理庖も兼ねていたことが
わかる。また，この時期の宮啓の当主は千葉県安
房郡北条町の造醤油屋から養子にはいった人物で
あり 20) 宮啓は当主の生家が製造した替1Il(銘柄
は「末広J) の特約j苫となっていた。このように，
明治初年には19軒が確認された肥料商(干鰯問
屋)は，大正初期には2軒にまで減少した口しか
もこれらの肥料高は商品の中心を流通量が大きく
減少した魚肥から人造肥料などへ移し人造肥料
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会社の特約応や保険会社の代理j苫となるなど，近
代的な企業との接触をはかることによって，この
時期の経営を維持していたことがうかがえる O
明治初年に営業していた干鰯問屋の中には，魚
関取引の不調によって 他の商品へ重点を移した
商家もみられる。なかでも前出の干鰯i笥屋・橋本
家(湯浅屋)は.明治10年代には北海道や北陸な
どから魚肥や海産物などを移入していたが，明治
中期には薬種商に転じ，薬種のほか荒物，砂糖な
どを東京方面から移入し地域の顧客へと販売す
るようになったとされるそのほか，明治初期
の干鰯関屋の中では，樋口家と幸保家が米穀問屋
に転じたことが f案内記jより確認できる O 一
方，明治初年には有力な問屋であった木屋市兵
衛，南部屋権兵衛などは『案内記jには記載がな
く，大正期まで経営を維持していたかは不明であ
るD すなわち，明治期以降における流通ルートの
再-編や干鰯取引の低調の影響を受け • i~~賀跨人は
全!主規模での物資の中継業務から，近隣地域の需
要を満たすための取引に重点を移していったもの
と思1つれる口
一方.r案内記jによれば芝生地区の土木工事
諮負業・秋元政吉と大ヶ谷の米・酒・味噌・醤油
等販売の1下為吉は「陸軍重飽兵射撃学校御用
商」となっている。横須賀海軍の御用商人の多く
は横須賀 l二!こ1心部に集I中していたが，浦賀の中にも
横須賀に設置された軍事関係施設とのつながりを
持っていた商家があることがわかる。そのほか，
明治期には横須賀へJ;5舗を出庖したり，横須賀に
本拠を移したりする商人もあらわれた。その代表
格ともいえるのが西浦賀宮下にあった呉服商・岡
本伝兵衛(雑賀屋)である D 雑賀屋は享保期には
]Iý'詰I~袈に}古を構えていたと{云えられているが，明
治5年(1872).横須賀元町へ進出して呉服市を
I~ f.j き，後に百貨庖へと成長した。そのほか，幕末
期に信濃から浦賀に移住し，書籍や文房具などの
販売を行っていた西浦賀131:jJIJの山本佐兵衛(信
濃屋書J;5)は大正10年(1921)ごろ横須賀中心部
に支屈を出した22)口また 西浦賀宮下の茶商・鹿
自家では昭和戦前期に当主が横須賀市議会議員を
務めており，横須賀とのつながりを深めていたこ
とがうかがえる。
また，双木・藤野が検討したように，明治期以
降に浦賀から横須賀中心部へ移住して，土地を取
得する商人も現れた。これらの高人らは横須賀で
米穀等の小売や，呉服商，不動産業などを営ん
だ23)。ただし双木・藤野が横須賀へ進出した浦
賀出身者として挙げた商人は，近世期には中堅規
模の小売商であった商人や，幕末期以降に成長し
たと思われる新興商人 浦賀の中でも湊に面した
商業的中心地ではなく その周辺地域の農村部に
本拠をもっていた商人らがほとんどであるD 一方
で，享保共)j前後に浦賀に定着し水揚問屋などを
営んで浦賀湊の中核をなしていた有力商人が横須
賀中心部へ進出した事例は少ない。明治以降に横
須賀を志向した商人らの多くは，浦賀の近世以来
の有力商人と比較して浦賀に強国な商業的基盤を
有しておらず，それゆえに軍港都市として人口が
増加し中心地としての機能を高めていた横須賀
への移転を積極的に進めたのではないかと推測さ
れる O
E 米穀問屋美川家の経営とその変化
1 )美JI[家の概要
ここでは事例として取り上げる美川家とその史
料についての概要を述べたい。美JlI家は東浦賀新
町に庖を構えた米穀問屋である。(第 2lZl参照)。
美川家の来歴等については不明な点も多いが，近
世期には三河(美]11)屋六右衛J31Jを名乗っていた
ものと思われる O しかしながら，東浦賀の有力商
人が名を連ねた干鰯問屋の中にその名はなく，前
出の「脊米取調1長jにも米穀保有量の多い商人の
中に美)1家は登場しない。これらの事実から，美
]11家の経営規模は幕末期においてはさほど大きく
はなく，中堅程度の商家であったろうと想像され
る。明治31年(1898)の『大日本商工人名録24)j 
によれば，美川家は「米穀卸・酒商 三河屋三
河六右衛門」として記載されている O その後，明
治44年 (1911) に合名会社としての登記を行
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ぃ25) 大正期の f案内記jには f米穀肉屋 合名
会社 美)1商庖jとして登場しているo r案内記i
に掲載された美川家の広告は 1ページをそのまま
使用した大きなものであり 合名会社へ変更して
いることからも，中堅商家であった美)1家が明治
期以降に経営を拡大させていったことがうかがわ
れる O また，昭和1年 (1936)の{横須賀商工案
内26)jには横須賀汐留にも美川西広(美川鹿治
虫I~) の名が確認できることから，昭和期までには
美)1 i萄屈が浦賀から横須賀に進出し j苫舗を構え
るようになったことがわかる O
現在，美1家に関する文書史料は横須賀市自
然・人文博物館に所蔵されており，経営に関わる
史料は明治初期から大正期にかけての約180点が
存在している。美川家文書には明治初期の f諸色
売揚!技jや明治20年代の「大福帳J等の帳簿類の
ほか，荷物の送り状，明治末期から大正初年にお
いて，美)1家が取引先に送付した書簡の写しなど
が含まれている O
前章でみたように，近世期における海上輸送の
重要拠点であった浦賀湊は 明治5年(1872)の
船番所廃止，鉄道輪送の台頭による市場再編，鰯
肥料取引の衰退などの影響を受け，大きく変容し
ていくことになったD このような流通体系の変化
に，浦賀湊において米穀を扱う問屋であった美川
家がどのように対応し，経営のあり方を変化させ
ていったのか，浦賀商人の経営変遷の一例として
検討する O この際，主に明治初年と明治末期にお
ける美川家の史料を主に分析の対象とする O
2 )明治初期における美JI家の経営
a 史料の概要
ここでは明治 6年(1873)の「諸色売揚帳27)J 
(以下， I売揚帳」と表記)から，明治初年におけ
る美)1家の経営内容について検討する。美川家の
「売揚i校」は明治6年10月からの美J1家の各商品
の購入・販売を記録した史料である。 f売揚帳jに
は荷の仕入れと販売の記録が記されており，美川
家におけるおおよその商取引の内容を把握するこ
とが可能であると考える O なお，浦賀では明治5
年に浦賀番所と船改めが廃止されているD 検討の
対象とする「売揚i援」は番所廃止の翌年にあたる
明治6年のものであり，番所廃止薩後の浦賀湊に
おける商取引の一端をうかがうことのできる史料
としても興味深い。
まず「売揚i様jの史料としての形式をみていき
たい。「売揚!摂Jは雑穀・米-煙草など，取扱うi商
品の品目ごとに分けて記載されている O 取引の日
付はl明記されていないが l自の仕入れご、とに取
ヲ!の内容が記され，それに買入れた商品の販売の
記録が続き，最後にその取引の損益を記してい
る口さらに仕入れについては仕入先の商人名や購
入品の内容-数量-購入価格が，販売については
販売先の商人名・数量・販売価格が記載されてい
るO
美川家が取扱う商品は，米を中心として大豆，
小麦，麻，酒，蛸i燭などであった。これらの品は
近世期においても浦賀湊へ各地から廼i1!されてき
ていた祷物であった。「売揚1授Jに記載された取
引の過半数以上が米に関するもので占められてお
り，米が美)1家の取引の中心であったと考えられ
る。幕末期の浦賀湊において米穀は最も重要なi出
荷物の一つであった。近世話j賀の商人は諸滞の廻
米に携わり，廻米の荷揚げや保管，江戸への9lmi習
を担当する穀宿を務める者もあった。特に東北地
方太平洋岸の諸藩28)や駿河湾・伊勢湾方面，瀬戸
内沿岸の諸藩とのつながりが強かった。こうした
領主米だけではなく 商人や農民らによって廻漕
される米も多く扱われていたと考えられる。ま
た， I売揚帳」において，米に次いで記載が多い
のは大豆であった。大豆は浦賀では米に次ぐ主要
な商荷物の一つであり 近世後期においては主に
南部・仙台・岩城・相馬領などの東北地方及び関
東農村から移入され浦貿を経由して駿河・伊
勢・近畿地方などへ再輸送されていた。
b 仕入先商人と取扱商品
次に，取引相手の商人についてみていく O 第3
表は美川家における米及び大豆の仕入先のうち，
合計100俵以上を取引した商人を示したものであ
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るC 美JI家の米の仕入先はほとんどが諾袈の商家
であり，特に西浦賀の松崎屋与兵衛が取引件数，
ともに突出している O 松崎屋は西浦賀浜町に
を捕える水揚問屋で、あり，西浦賀でも有数の有
力商人であった。そのほか，取引件数の多い西浦
賀の商人としては 阿波屋甚右衛門・江戸屋六兵
衛-大黒屋儀兵衛が挙げられる o 幕末期には浦賀
の蕗人は一番組から六番組までの番組に統制され
ていたが，美)1家の主要な米の仕入先である松崎
屋や阿波屋・江戸屋・大黒屋などは，主に一番組
に編成された荷人らであった。この一番組は商家
の中でも有力な問屋で構成されており，浦賀に揚
げられる務荷物の価格統制にも関わり，荷をもた
らす廻船とそれを貿い入れる仲買商との仲介を行
なっていた。
次いで取引が多いのは阿波屋甚右衛門である O
第3表美)1家の取引先日uの米・大豆購入量
(明治6:fJ三)
所在 購入元名
米 大旦
件数 俵数(俵) 件数 俵数(イ表)
松崎j歪与兵衛 57 4.276 
阿波j監甚右衛門 17 587 7 1.445 
西賀浦
江戸屋六兵衛 11 658 
}I津!嘩又12.9郎 5 185 
大黒!医犠兵衛 2 60 2 600 
加 rJ支!歪亀蔵 215 
宮原屋消兵衛 6 375 
木屋市兵衛 3 300 
東賀浦
秋元三郎左衛!ヨIJ 2 125 1 50 
11丑吉三郎 2 386 
桐ケ谷与左衛門 l 100 
師11奇麗与八 1. 404 
船廻 璃生丸甚蔵 6 843 
そ
。コ i村川砂村普六 1 60 
{也
久圃盟やj青吉 4 318 
不明 架村半七 200 
|下JI半右衛門 200 
(美}I家文謹:i諸色売揚!帳jにより作成)
注1)基本的に購入した依数が合計100俵以上のもの
のみ示した。
注2)商人の所在は「大日本i期工人名録j及び現地調
査による O
美J1家は米-大豆などのほかに麻の取引も行なっ
ていたが，美JI家が扱う麻は全て阿波屋甚右衛門
から買入れていた。阿波屋甚右衛門は阿波徳島藩
の穀宿を務めた商家であり 29) 阿波との取引が活
発であったらしく，美J1家が阿波屋から購入した
麻は全て阿波麻であった。また，東浦賀における
取引相手としては，やはり浦賀の有力な問屋であ
り，干鰯問屋でもあった宮原屋清兵衛や木屋市兵
衛の名がみえる G
そのほか，廻船の船頭と推測される扇生丸甚蔵
という人物とも取引しており，問屋を介さずに直
接廻船からの買い入れも行なっていたことがわか
るO 扇生丸から買入れた米はほとんどが岩城米で
あることから，扇生丸は東北方面からの荷の廼i曹
を担う廻船であったと推測される。また，取引相
手の中には内)1砂村菩六の名がみえる口内川新田
は砂村新左衛門によって万治3年(1660)から久
里浜において開発された新自であり，後に善六組
と与兵衛組に分割されたD 数量としては少ないも
のの，各地から浦賀に廼漕される米のほか，美J1 
家ではこういった地元の産米も取り扱っていたこ
とがわかる。
第 4函は「売揚l隈Jに記載された米の数量を，
産地別に検討したものである O 美JlI家は仲買商と
しての役割をもっていたと考えられるため，待物
がどこから浦賀へと送られたものであるかは史料
からは知ることができないが，取り扱う米の銘柄
からこれを推測することは可能である。
桑名米
有減米
?
亀LlI米
上総米
神戸米
三TIl米
主主前米
j氾前米
200 400 600 800 1000 1200 1400 
(修正)
第4図 美J!l家における米の産地別取扱量(明
治6年)
(美川家文書 f諸色売揚帳Jにより作成)
- 34一
産地自IJにみた場合， もっとも取扱数量が多いの
は桑名米であかそのほかにも津米や亀山米と
いった伊勢方面の産米が多いことがわかる。天保
5年(1834)浦賀商人の米保有数を示した[有米
取調I阪Jにおいても，勢判、l米はもっとも保有量;が
多い銘柄であった30)。浦賀は伊勢に隣接する尾張
に本拠を置く内海船や常滑船など，尾ナトl廻船と呼
ばれる新興海運業者らとのつながりが深いため，
これらの廻船によって伊勢米が浦賀にもたらされ
たものと考えられる。
伊勢方面からの米に次ざ数量が多いのは岩城
米であり，東北地方からの米が多量に移入されて
いたことをうかがわせる O 明治初年に至っても，
伊勢方面や東北地方の産米が多くもたらされてい
ることは，船番所廃止後のこの時期にもいまだ江
戸後期以降の流通ルートがおおむね維持されてい
たことを示している。第4図では産地のみ表示し
たが，津ゃ亀山からの米はそのほとんどが蔵米と
されており，諸薄が持ち込む蔵米の坂引が明治初
年に依然として盛んで、あったことが推測できる。
そのほか，伊勢方面，東北地方の産米より数量
的には少ないものの，豊前米や肥前米など，九州
地方で産出される米も扱っていることが確認でき
るO これらの九州地方の産米は全て松崎屋与兵衛
から買入れていた。そのほか数量としてはごくわ
ずかであり，取51も単発的なものであるが，前述
の内川新田の新日米や三1奇米など，地元産米も買
い入れている O
一方，大豆は口切大豆や免大豆などと表記さ
れ，産地が不明なものが大半を占めている。産地
が判明するものでは，南部大豆や八戸大豆など東
北地方産のものや相州大豆などを買入れており，
米と同様，大豆についても幕末期と共通した輸送
ルートが踏襲されていたと思われる O
C 販売先
浦賀商人らから買入れた荷は，第4表に示す商
家へとさらに販売された。販売先の多くは浦賀の
商人と考えられるが，仲買商という美J1家の性質
から，最終的にそれがどこで消費されたのかまで
はわからない。所在が判明する販売先の隣家は東
浦賀では干鰯問屋でもある小)11)陵左衛門・宮)京屋
橋兵衛・宮原屋与右衛門や，そのほか宮原産太四
郎，腕1奇麗与八などの名がみえる。西浦賀では野
問屋太兵衛-大黒j室{義兵衛がいる O これらの商家
は浦賀湊における蕗業的機能の中心であった，港
に面したnlT場に居イ主していた商人らである。その
ほか東浦賀の背後の台地上に位置し百姓が多数
居住していたl鴨居地区や，明治初年までは湿地が
所在
東浦賀
西賀
第4表美)1家の取引先別の米-大豆販売量
(明治6年)
販売先名
米 大豆
件数 俵数(俵) 件数 保数(依)
小川藤左衛門 12 16 
石井九~I)兵衛 10 9 
出lilJ奇麗与J¥ 9 357 
宮j京)霊清兵衛 7 250 7 737 
宮原!屋太四郎 4 130 
宮原!室与右衛門 150 
笠屋長兵衛 15 108 
野1J1}墜太兵衛 4 195 
大黒麗{義兵衛 3 92 2 525 
松1奇屋与兵衛 15 1， 589 
巻荒 上坂屋清五郎 36 565 
居I!鳥飯町ITlf九郎 12 377 
八吉!屋定吉 50 437 
岩城久右衛門 30 253 
長谷川治郎八 24 169 
石渡喜右衛門 13 73 
力1波犀番兵衛 12 58 
上松j室吉之助 12 11 
鈴木監i蔵 10 10 
イ[11古新助 10 10 
不明
加i度屋亀蔵 6 293 
直木j歪鉄五郎 6 235 
龍崎新右指門 5 72 
江口犀伝七 5 61 
久間里やj青吉 3 170 
三浦屋八兵衛 3 68 
津の国屋長助 3 62 2 44 
湊屋卯兵荷 2 80 
前田清兵衛 100 l 100 
扇屋伊八 200 
(美J!l家文書:r諸色売揚l脹jにより作成)
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多く，農村的な景観を呈していた浦賀湾奥部の荒
巻地IKの商人にも米などが販売されている O 鴨居
の飯田清九郎は前出の f大日本商工人名録に
よれば f米穀鴎兼瀧醤油油荒物商J.荒巻の上坂
屋清五郎は I?酉蕗兼砂糖米荒物薪炭商Jとなって
おり，これらは小売商であると考えられる O その
ほか，第4表に示したとおり，美J1家の米・大豆
の販売先にはその所在が不明な商人も多い。これ
らの商人との取引数量をみていくと， 1回当たり
の販売数量が1俵から10俵以下の場合が多い。そ
のため，これらはおそらく浦賀湊周辺の小規模な
小売商を相手とした取引であったと思われる O こ
のようにして美J1家が販売した米などは，問屋へ
と販売されたものは江戸もしくは他地方へとさら
に廻漕され， ?H~賀周辺の小売商へと販売されたも
のは近隣地域において消費されたと推測される。
以上のように明治初年の美JfI家では浦賀の有
力な水揚問屋を介して高椋物を仕入れ， さらに他
の問屋やrm賀近隣の小売部へと販売していた。取
引先や商荷物の流通ルートなどから判断する限
り，おおむね幕末期における取引関係が踏襲され
ていたと推iJ!IJされる。
3)明治末期における美JI家の経営変化
a. 史料の概要
次に明治末期の「端書複写控i陵32)Jから，近
代における美JI家の経営の変遷を，浦賀商人によ
る横須賀進出の意味や鉄道輸送による経営への影
響などを中心に1食討したい。
先述のように美川家には，美)11家から取引先等
に送付された葉書:をカーボン紙によって写しとっ
たものをまとめたり出番複写控i懐jが残されてい
るO この葉警の中には私信のほか，仕入先への発
注依頼や市場動向を知らせるもの，販売先への入
荷案内や御用伺いなどが含まれている。取引の数
量や価格等，美]11家の経営を数字として把寵する
ことはできないが，後述するように取引先との交
渉の詳細や荷物の輸送方法の変化などを検討する
ことが可能であり，明治末期における美川家の取
引内容と経営努力をうかがわせる貴重な史料であ
る。ここでは主に明治44年 (1911)1月15日から
大正元年(1912)8月20自に至る約9ヶ月間に美
J 11家から送付された葉書の綴りである「端書複写
控帳」にみられる取引内容の分析を行いたい。
b 取引先の分布
まず，荷の仕入れ先の分布を第5図からみてい
きたい。第5図は円損害複写控様Jに綴られた葉
書のうち，商品の発注やそれに関わる内容が記さ
れた葉書の送付先寵!苫の所在地を示したものであ
る。この時期の美J1家の米の仕入れ先は，東北地
方では岩手県(花巻).宮城県(白石-七ヶ宿)・
福島県(郡山・若松・須賀川)，関東地方では栃木
県(宇都宮)・茨城県(結城)といった北関東や東
京湾岸の日本橋・京橋，千葉県の岩井・田原など
に存在した。そのほか，愛知県(岡崎-安城)な
どの三河地域や，北陸地方で、は富山県に取引先が
分布している。これらの取引先に対して送られた
葉書の多くは荷の発注依頼であり，この時期の美
J 1家では浦安港へ移入された商品を仕入れるだけ
ではなく，各地の米生産地の商家から産接貿付け
を行うようになっていたことがわかる O
三河地域の岡崎や安城 東京湾岸などは近世後
.1軒
田原石井
日本橋
京橋
O 2OOkm 
第5図美)11家の米仕入先陣庖の分布(明治
4 .大正元年)
(美}I家文書「端書複写控l様jにより作成)
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期の浦賀にも大量の物資を送り出していた地域で
あり， これらの地域との取引はある程度!日来の地
域間関係を引き継いだものであると推測できる。
ただし従来の取引関係とは直接結びつかない，
新たな地域とのつながりも確認できる O 例えば，
美川家は富山市内においては仁右衛門l町の小川安
太郎，同新川原町の庚野吉兵衛. I司山王町の江本
力作の3名と取引しており これらの商人から富
山県における最大の移出品であった米を購入して
いた。また，栃木県宇都宮市においては小谷野竹
次郎(押切町)と福田新吉(小袋町)の2名から
白米を買い入れている口そのほか，この時期に美
川家が発注している米の銘柄には，秋田米や若松
米 ・越中米-栃木米といったように，明治初年に
は取り扱いのなかった銘柄が多く含まれており，
流通ルートが明治初年からは大きく変化している
ことを推測させるo
一方，東京日本橋-京橋の米穀商からも米を仕
入れていた。この場合 葉書で発注が確認できる
のは，品質の良さで知られる肥後米などであっ
た。統計上でも大正3年 (1914)には浦賀港への
東京からの船舶による米移入量は8.240俵にの
ぼっており，千葉からの6.084俵，愛知からの
1. 295俵を大きく上回っている33)。
明治後期における米穀市場については，鉄道普
及などの影響を受けて 米の大消費地であり集散
地でもある，東京-大阪に代表される大都市へ向
けた産地からの米直送が増加していたとの指摘が
ある34)。東京市場に集積された米が近隣地域を後
背地とする物資の中継点となった浦賀へ移入さ
れ，その後周辺地域へ再輸送されるという新たな
流通構造が生まれていたことが考えられる。
C 輸送方法の変化
前述の通り，明治期以降には汽船の登場や鉄道
の敷設により，物資の流通構造は大きく変化し
た口石井は全国的な鉄道網が形成されていく明治
20年代からしだいに鉄道輸送量は増加し，明治末
期以降には全国的な物資の輪送体系の中心は海上
輸送から相対的に運賃の安価な鉄道輸送へと転換
していったと指摘している35)。三浦半島方面へは
明治22年(1889)に大船駅から横須賀駅までに横
須賀殺が開通しておか東京から横須賀まで鉄道
による貨物輸送が可能になった。 rtl奈川県統計
書jにおいても明治30年 (1897)から横須賀駅へ
の鉄道による貨物移出入量が記載されるように
なった(第6図)。このうち鉄道による移入量を
みていくと，明治30年には3千トン程度であった
が，明治32年(1899)にはl万トンを趨し明治
41年(1908)には3万 トン，大正元年には6万ト
ンに及んでおり，明治後期の15年間に急増してい
たことがわかる。『神奈川県統計書Jには浦賀港
への総移入量が記載されていないため，海運によ
る移入量との単純な比較はできない。しかし少
なくとも明治30年代から大正初年にかけての時期
に，横須賀駅への物資の鉄道輸送が急激に増加
し横須賀周辺地域への物資移入における鉄道の
役割が増大していたことが{確認できる。昭和5年
(1930)に刊行された「浦賀町勢要覧36)Jでは浦
賀港について「鉄道ノ施設完備シ東海道鉄道ノ I~百
通アリテヨリ当潜ハ漸次ノ衰退ニ傾キ明治二+-七
年二十八年頃ハ最モ其ノ極度ニ迷」したとあり，
鉄道開通と浦賀港への物資移入の減少が大きく関
連していたことがうかがえる O こうした輸送体系
の転換との関連に着目して. I端書複写控|限jに
綴られた葉書にみられる 美川家の経営における
物資の輸送方法を検討したい。
まず，東京湾沿岸地域と浦賀間の輸送について
Lトン)
70.000 
60.000 
50.000 
40.000 
30.000 
20.000 
10.00。
i 
時雨~院も引戸川部ぷ余命ぷ安材1>，¥錦絵β手。(iド)
第6図 横須賀ー駅への鉄道貨物移入量の推移
a神奈川県統計書jにより作成)
みてみたい。浦賀美川商庖から東京自本橋の山野
井商j吉に宛てた業警には「御約定ノ白米私船御穣
入ノ由御通量被下度，入船日々出待居候Jとあ
り. 日本橋からの米輸送には船が利用されていた
ことがわかる。明治45年2月2日に房什|田原村
(現富津市)の鈴木竹次郎に当てた葉書には「白
米壱百俵浦賀宛五升弐合銭ニて正々街i約定申上
候。成べく私船積こし街]送被下度額上候」と記さ
れている。明治末期においても東京湾沿岸地域間
の輸送は，海上輸送が活発であり，美)1家でも購
入した物資の輸送に船を利用していた。東京一浦
賀間には三浦共立運輸などによって汽船の定期便
も巡行されていたが，史料中に「私船Jとあるこ
とから，美)1家では自家の持船によって海上輸送
を行なっていたと思われる。
しかしながら， こうした海上輸送に加え，美川
家では物資の鉄道輸送の割合がしだいに高まって
きていたことがうかがえる O 明治末期の美川家
は，従来取引のなかった北陸地方や関東内陸部に
新たな仕入先を開拓していたことは前述の通りで
ある O 葉書の送付件数から見た場合，特に寓山や
宇都宮への発注依頼が多く，これらの新たな地域
との取引が活発になっていることが読み取れる。
(第7図)。
この背景には全図的な鉄道輸送網の発達があっ
たと考えられる。北陸方面へは明治32年(1899)
に北謀本線が米原駅から富山駅まで開通してい
る37jo北陸線開通によって北陸地方から関東・中
部地方への魚肥や米の供給量が急激に増加したこ
とはすでに阪口や村上によって指摘されてい
る38)。また，石井は明治30年代後期には l万石程
度であった鉄道による富山県からの米移出量が明
治40年代に急増し，大正元年には10万石に達した
ことを指摘した39)0 ?m賀では近世期には北陸地方
との取引はほとんどみられなかったが，美川家で
は鉄道整備を契機として 米の有力産地で、ある富
山県との取引を開始したと思われる O 栃木県では
明治後期において，鉄道輸送の展開によって台頭
してきた越後米や三陸米と競合するため，農会が
主導して，耕地整浬や新たな農法の導入なととの農
畿 IO~
• 5~9 
• 2~4 
d 
O 2OOkm 
第 71~ 美)1家の米仕入先への葉書送付件数
(明治4・大正元年)
(美川家文書円高書複写控1辰Jにより作成)
事改良に着手し米の品質向上と商品化が進行し
ていた40)。鉄道輸送への転換は輸送コストや輸送
日数の短縮などのメリットがあったと思われる
が，これに加えて，従来は取引のなかった米の有
力産地や新興の米産地と，新たに取引を結ぶこと
を可能にした。
これに次いで書簡の送付数が多いのは岩手県や
福島県，愛知県などである。これらのうち，鉄道
輸送との関連に着目した場合 東北地方の仕入先
商庖が主に内陸部の鉄道沿線上に分布しているこ
とが指摘できるD 東京から仙台-盛岡・八戸など
を経て青森へ至る東北本総は明治24年(1891)に
全通しており，美川家の取引先商応がみられる花
巻や白石・郡山・須賀川はこの沿線に位置する。
また東北本線沿線からは外れるが，若松も明治31
年 (1898)に開業した郡山から会津地方を経て新
潟まで結ぶ岩越線(現磐越西線)の沿線に位置し
ており，これも鉄道輸送との関連が考えられる。
三河方面では愛知県岡1奇に 3軒，安城に 1軒の
取引先商!苫が存在した。このうち，美川家から三
ナ1'岡崎町杉浦九市あてに送付された明治45年
(1912) 4月20日の書簡には 以下のように記さ
れている D
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拝啓 久し振りニて電照③白米参車八月参日来
にて正々約定仕{長。荷物ハ吾等経営スル横須賀
駅前関東倉庫会社運送部次にて御箇送被下度候
(下略)
幕末期の浦賀に三河米がもたらされていたことは
前出の「有米取調帳jによっても確認できる D 三
河は尾ナトi廼船を有した尾張に隣接しており，元来
はこれらの海運業者によってその産米を海上輸送
していたと考えられる D しかしながら，上記の史
料で、は岡崎の商人に対し横須賀駅前の関東倉庫会
社運送部に送付することを求めており，近世期に
は海運による取引があったと思われる地域からの
移入も，東海道線を利用した鉄道輸送に切り替え
ていることが推測される。
史料中にみえる関東倉庫会社は， r案内記jに
も関東倉庫株式会社運送部として記載されてい
る。『案内記j掲載の広告によれば，この会社は
運送業・倉庫業・委託販売業・貸付業を行なって
おり，横須賀停車場前にあったことがわかる。富
山県や栃木県に宛てた書簡などにも関東倉庫会社
宛に荷を送付するように指示する文言が散見され
ることから，美川家では産地から鉄道輸送された
米穀を一旦この会社の管理する倉庫に保管し，そ
の後販売していたことが推測できる O
史料にはこの倉庫会社に関して「吾等経営ス
jレ」と述べられており 詳細は不明であるもの
の，美J1家が運送業や倉庫業の経営に参画するよ
うになっていた可能性がある。これは，海上輸送
から鉄道輸送による米取引へと経営をシフトさせ
ていった美川家が，いかに鉄道輸送の有効性を重
視していたかをうかがわせるものである。
前述のとおり，昭和1年(1936)の時点では美
川家は横須賀汐留に庖舗を構えていた。この横須
賀移転，あるいは支庖設置がいつごろ行なわれた
かは明確ではないが，大正3年の『案内記Jの美
川家広告では横須賀庖に関する記載がないことか
ら，大正後期から昭和初年に行われたと推測され
る。横須賀から浦賀までは鉄道による貨物輸送は
行われなかったことから 浦賀に本拠を置く美J1 
家では大正初期まで、は横須賀駅前の倉庫会社を鉄
道によってもたらされる物資の管理に利用してお
り，その後鉄道輸送の比重が高まるにつれ，横須
賀にj苫舗を置く必要にせまられたのではないかと
推測される。
美JI家が鉄道輸送を重視していたことは，明治
45年5月に浦賀の美川家から東京向島に滞在して
いた美)1六右衛門41)へ宛てた審簡からもうかがえ
る。この葉凶警には， r今度者千葉県夷lìl~郡ニ鉄道
敷設相成ニ付，当地にて通運取引j苫ヲ認可して貰
度(下|略)Jとの文言がみられる。ここでいう鉄
道とは，大正2年(1913)に夷隅郡大原から勝捕
まで延伸された房総線(現外房線)のことと思わ
れ，鉄道の開通に迅速に対応し現地に通運取引
庖を確保しようとする美川家の動きが読み取れ
るO
このように，美川家の取引では.従来は海上輸
送が中心であったと思われる地域についても，順
次鉄道に切り替えていこうとする状況があった。
このため明治末期の時点では，船舶による海上jl!命
送は主に東京湾沿岸地域からの輸送に限定されつ
つあったと思われ， しだいに鉄道を介した産地か
らの直貸方式への転換を進めていったであろうこ
とが推測される。また，取引全体に占める鉄道輸
送の割合が高まるにつれ より鉄道輸送への対応
に有利な横須賀での業務の重要性が高まり，倉庫
会社の経営やその後の横須賀進出へとつながって
いったと推測される。
以上のように，全国的な鉄道網の敷設を背景と
して，美川家では明治後期以降，産地の取引庖の
確保や横須賀における倉庫会社設置などをはかっ
た。これらの動向は 美川家が鉄道輸送を利用し
た産地からの直送に重点を置いた新たな流通シス
テムを構築しつつあった可能性を示唆している。
前述のように近代における物資流通に関する先行
研究では，明治後期以降，各地の卸簡が従来の中
継地を経由しない産地-消費地問の直送によって
米や魚肥などを直接仕入れるようになり，流通
ルートの再編が行なわれたことが指摘されてい
るO 美川家もこのような卸商と同様の経営形態を
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農開させていたことが推測できる O 大正末期から
昭和初期に行なわれたと患われる美)1家の横須賀
進出も，浦賀港における米などの物資移入の減少
と鉄道輸送の利便性などが影響したのではない
かと考えられる O
d，販売先
次に，明治末期から大正初年における米販売先
について検討してみたい。第8図には， r端書複
写控Jに含まれる，得意先と思われる商家への御
用伺いや入荷案内などの送付先からみた，商品販
売先の分布を示した。今回検討した書簡では美川
家の米販売先と推測される商人は計12名確認でき
た。そのうち特に販売先商人が多いのは，まず浦
賀に南接する久里浜であり，これに横須賀市内と
衣笠が次いでいる D また 浦賀に近接した久比里
や，近世期には港町としての機能も有していた浦
郷にも取引先をもっていた。史料の性質上，葉書
， ， 
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にみえる取引先だけで単純に判断することはでき
ないが，美JI家では買入れた米をさらに再輸送す
るというよりも，横須賀近郊農村及び横須賀市内
における需要に応える形で販売していたと思われ
るO また，図には示さなかったが，横須賀海軍の
軍艦食卓長あてに受注した米が納品できなくなっ
た旨を伝えた葉書ーもある。美)11家は海軍へ食料品
などを納める御用高人の中には含まれていない
が，海軍とのかかわりも多少存在していたと思わ
れる。
U おわりに
本稿では，主に明治期以降の東浦賀を中心とし
て，近代における全国的な輸送体系やそれにとも
なう流通構造の変容が，浦賀j巷の機能やそこで経
営を展開する商家にどのような影響を与えたのか
を検討した。
.1軒
市町村界
、
・
久里浜
... '，' ( 
1べ.
o 2krn 
L一一一一」
第8図 美川家の米販売先商屈の分布(明治44.大正元年)
(美)1家文書「端書複写控帳」により作成)
- 40-
東浦賀は戦国末期からの干鰯取引によって発展
し，浦賀奉行所が設置された享保期以降には，西
浦賀商人と同様，活発な商業活動を展開してい
た。明治初年においても干鰯問屋や附船小宿，水
揚商人など，湊町としての物資中継機能を支える
商人らの存在が確認された。しかしながら，前稿
でも指摘した通 j 明治30年代半ばより浦賀への
高荷物の移入は減少した。これはこの時期に鉄道
敷設による輸送体系や流通構造の再編によって，
浦賀を経由せずとも産地から消費地へ物資を直送
することが可能な新たな流通ルートが成立したこ
とが大きな要因であると思われる。事実，横須賀
線横須賀駅への鉄道輸送による貨物移入量は，明
治30年代以降急激に増加しており，鉄道輸送の重
要性が増していたことが推測される O 東浦賀の重
要な取扱品であった鰯肥料も 練肥や人造肥料の
流通量増加にともなって浦賀での移出入量が大き
く減少し旧来の干鰯問屋の中には人造肥料や米
穀，薬種などを中心とする経営へと転換したり，
横須賀に進出して軍関係の御用商人となったりし
て経営の維持をはかつていく事例がみられた。浦
賀港の商業港としての機能縮小にともない，有力
商家の中には倒産し他出するものも現れるなど，
経営を維持できなくなる商家も存在した。
しかしながら，浦賀商人のなかには，人口増加
が著しく，市場の拡大が顕著な横須賀への進出を
はかり，経営を拡大していく者も現れた。横須賀
に進出した浦賀商人の来歴に着目すると，幕末期
以降に成長した商人や近世期においては中堅規模
の小売商であった者などが多く，必ずしも浦賀に
強固な基盤を持っていたとは言えない商人が中心
となっていたことがうかがえる O
本稿において検討した東浦賀の美川家も，幕末
期には中堅規模の商家であったと推測され，近代
以降に横須賀を志向して経営を拡大させていった
浦賀商人の事例と位置づけられるo 本稿では廻船
による商荷物の移入量減少後 美川家が海上輸送
よりむしろ鉄道輸送を中核とした新たな流通ルー
トを積極的に開拓していこうとしていたことが指
摘できた。明治末期における美川家の経営の特質
としては，次のことが明らかになった。
まず，美1家では明治初年に行われていた，浦
賀に輸送されてきた物資を有力な浦賀商人から買
い取り，他の問屋や小売商へ販売するという従来
の取引を行なうだけでなく，北陸や北関東.東北
内睦部などに独自の取引先を開拓し産地からの
直送を行なうようになっていた。東京，千葉など
東京湾沿岸との取引では美)1家は自家の持船を利
用した海上輸送を行っていたが，東北や北陸をは
じめとする逮踊地の仕入先商j苫の多くは鉄道沿線
上に位置していた。これらの取引先には北陸地方
などそれまで浦賀との取引があまりみられなかっ
た地域も多く， 鉄道網の敷設が新たな流通ル トー
の構築に大きな役割を果たしていたことが推測さ
れる O この時期には 各地の問屋の中には従来の
物資中継地を経由せず 汽船や鉄道などを利用し
た産地直賀へと経営を転換させるものが増加して
いたとされている O 美川家もこうした新たな輸送
体系と流通システムを積観的に経営に取り入れる
ことで，浦賀港の縮小以降も経営の拡大を図って
いくことが可能であった。
また，美川家は東浦賀のほか，横須賀駅前に位
置して輸送された商品の保管を行なったと思われ
る倉庫会社の経営にも参画していたと推測され
る。前述のとおり，軍港都市として発展する横須
賀での需要拡大を見込んで 横須賀へ本拠を移し
たり，支庖を置いたりする商家がみられた。しか
し美川家にとって横須賀への進出は，横須賀市内
における物資の需要に応えるというだけでなく，
鉄道による横須賀駅への物資輸送に対応するため
という意味を持っていたと推測した。
このように，美)1家では明治中期以降に浦賀港
での取引が縮小し没落する近世以来の有力商人が
現れた後も，鉄道輸送による独自の流通ルートの
構築につとめ，その結果経営を拡大していった。
ただし今回の報告は美川家の膨大な史料群のう
ち，限られた史料の分析にとどまっているため，
いまだ美川家の経営内容の全貌を明らかにしたと
は言い難いD 今後，帳簿類や書簡などをあわせた
検討を行い，美川家の経営における海上輸送と鉄
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道輸送による商取引の比重の変遷なども含め，考
察していく必要があると思われる O また，こうし
た海運から鉄道輸送へという新たな流通ルートの
開拓は果たして浦賀商人の全体的な動向であった
のか，美1家が例外的なものであるのかという，
浦賀における美川家の経営動向の位置づけも，こ
れからの課題としたい。
付記
本務の作成にあたり横須賀市自然・人文博物館学芸
員の安池尊幸先生には 史料の閲覧などの使宜をは
かっていただいたほか，調査全般にわたり，貴重なご
助言をいただきました。また 浦賀における現地調査
では山本詔一氏，;菅井新一氏，浦賀文化センターの皆
様から多くのご教示を賜りました。記して厚く御礼
申し上げます。
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27)横須賀市自然・人文博物館所蔵美川家文書，明治6
年「諸色貰揚帳J。
28)東浦賀商人は盛時藩・一関藩・中村藩・二本松藩・
会津藩・泉藩などの穀宿を勤めた。
29) I東西浦賀用達穀宿船手用名前書上J.横須賀市編・
発行 (2005): r新横須賀市史資料編近世I.L604 
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~606。
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32)横須賀市自然・人文博物館所蔵美川家文書.明治44
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35)前掲34)。
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への業務連絡などの議:簡が綾数送付されている。
おそらく六右衛門が病後の療養のため.一時的に
滞在したものと思われる。
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